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1．はじめに

　前報1）に引き続き，ＢＯＸ法によるＣＣＡ処理土台

の防腐性能試験を実施した。前報では，防腐土台の木

口面を接地して吸水しやすい状態でナミダタケに暴露

する方法を試みたが，今回は実際の状況に近づけるた

めに無処理の木材を束として使用し，非接地状態でナ

ミダタケに暴露した。また，前回には供試しなかった

インサイジング処理土台も供試した。なお，本報の概

要は第34回日本木材学会大会（1984．名古屋）で発

表した。

　2．実験

　2.1．試験材

　常法にしたがい，ＣＣＡ系防腐剤（JIS Ｋ1554

２号）1.7％水溶液で加圧注入処理したエゾマツ土台

材（10.5cm×10.5cm×3.65m）を用いた。これら処理

材の半数はインサイジングを4,500 ｺ／m2施したもの

である。処理後３カ月以上養生して，土台材の中央部

と木口部とを約60cmの長さに切断し，暴露対象面以外

をエポキシ樹脂接着剤でシールして試験材とした。コ

ントロール材は，無処理の土台を同様にシールしたも

のである。

　2.2　供試菌

　道内で採取，分離したナミダタケ　S．lacrymans

（ＨＦＰ 7701，7802）を用いた。これらの供試菌は

あらかじめ10.5 × 5 ×30cmのエゾマツ材上で十分繁殖

させておき，これを試験材と同時にＢＯＸの中に投入

した。

　2．3．暴露法

　幅45cm，探さ45cm，長さ90cmの合板製のＢＯＸの中

にポリエチレンシートを敷き，この中に砂及び畑土を

それぞれ約５cm深さに入れ，第１図に示す様に試験材

　Ｓ：試 験 材　　Ｐ：木 製 束
　Ｆ：エ サ 片　  Ｉ：接 種 片
　供　試　菌
　S．lacrymans ＨＦＰ7701．ＨＦＰ7802
　畑土　水分　約30％　pH 5.5

　第１図　暴　　露　　方　　法
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　第１表　暴　　　露　　　結　　　果

a）暴露表面積に対する比率  b）Ⅰ．：インサイジング　　  C）   －：腐朽なし
　　　　　　　　　　　　  　N．：インサイジングなし    ＋－：わずかな腐朽が認められる
　　　　　　　　　　　　  　C．：コントロール　　　    ＋－：著しい腐朽が認められる

を暴露した。用いた畑土の初期水分は約30％，pＨ

5.5である。暴露は20℃，85％ＲＨＴで1～1.5年行っ

た。

  2.4．ＣＣＡの吸収量，浸潤長の測定

　板目面あるいはまさ目面が暴露面となった試験材に

ついては，木口から0，10，20cmの部分でそれぞれ２

cm厚の分析用試料を採取した。また，木口面が暴露面

となった試験材については，2cm厚の木口面を分析用

試料とした。採取した試料は，土表面に近い暴露面で

常法通り浸潤長を測定し，また表面から幅１cm，厚さ

1mmの分析用試料をとって，原子吸光法で吸収量を測

定した。

　3．結果と考察

　3.1．暴露の経過

　接種片から菌糸がＢＯＸ内全体に生長するのに要す

る期間は約６カ月であった。その後６カ月問の菌糸生

長は極めておう盛であり，エサ片，コントロール材表

面は全面が菌糸で被覆された。１年を経過すると菌糸

は徐々に褐変し，活力を失った。1.5年後でもＢＯＸ

内相対湿度は90％以上であったが，土水分は12.1～

15.7％にまで低下しており，菌糸生長に対する土水分

の必要性が示唆された。

　3.2．ＣＣＡ処理面の菌糸生長

　本試験では，エポキシシールした試験材表面には菌

糸生長は認められなかった。ＣＣＡ処理面での菌糸生

長量を第１表に示した。この表では，暴露対象とした

面積に対する菌糸生長の認められた面積割合を示した

が，処理面でもほとんどの場合に菌糸生長が認められ

ている。特に土表面に近い部分での生長がコントロー

ルと大差ない。ただし，暴露面全体でみると若干の菌

糸生長抑制効果が認められる。

　3.3．防腐剤の吸収量と防腐性能

　吸収量，浸潤長の測定結果を第１表に示す。この表

で、「腐朽」は肉眼的に判断した結果を示したが，処

理材の場合は全て内部の腐朽である。これに対して，

コントロールの場合は材表面から腐朽が進行していた。

浸潤長はインサイジング材で大となる傾向にあるが，

吸収量は必ずしも比例的な値を示していない。ただ

し，一部の木口面を除き，いずれの場合でも表面下１
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mm深さまでの吸収量は，約９kg／m3以上であり，これ

らが板目及びまさ目面からの菌糸侵入を防いでいるこ

とが明らかである。これはインサイジングの有無とは

関連していない。木口部分では，内部への菌糸侵入が

明らかであり，腐朽も認められた。この腐朽は木口割

れからのものであることが容易に推定できるので，木

口部分への処理は割れ深さを考慮して行う必要がある。

ただし，木口暴露材でも腐朽による比重の減少は極め

て小さく，ＣＣＡによる処理の効果があることが示さ

　れている。
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